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１D05 

講演題目 

産学官連携による地域の特徴を活かした製品開発の事例 

 

講演者名 

○ 原 陽一郎（東京創研）、柴田高（東京経済大）、広田秀樹、中村大輔、牧野智一（長岡大学） 

 

 科学技術振興機構が公表した「地域イノベーション創出総合支援事業成果集…JST イノベーションプ

ラザ・サテライトの成果」（平成 24年 2月）を見ると、地域固有の資源を活用した新製品開発、あるい

はその地域固有のニーズに対応する技術開発の事例が大変に多いことに気付く。とくに「食」の分野で

は圧倒的に多く、「健康」の分野にも多い。これらを「地域密着型産学連携新商品開発」と呼ぶことに

する。 

本事業が地域産業の活性化を支援する制度として期待されつつあったことが読み取れる。 

 

１．地域密着型産学連携新製品開発の具体的事例 

（１）地元名産の果物由来の酵母から作った発泡酒 

新製品のコンセプト Ｍ県を代表する果物を原料とした香り豊かな発泡酒 

発想の原点 Ｈ社社長の思い、Ｍ県の知名度を全国的に高める一助としたい。Ｍ県を代表する果物

から面白いビールが出来ないか。〔ニーズ⇒シーズ〕 

狙った顧客 観光客のみやげ用  

事業化した会社 Ｈ社（資本金 3百万円）、Ｍ県、地ビールメーカ（創業：1996年、売上げ：6億円／年） 

開発のポイント ＊その果物から優れたビールに発酵酵母を見つけること 

＊アルコール度をビール並みに上げること 

＊市場で評価される特徴のある味を実現すること 

開発 JST可能性試験（20年度）⇒地域ニーズ即応型（2１年度） 

開発の経緯 JSTコーディネータのアドバイスに従って、Ｈ社の開発責任者が母校Ｍ大学農学部の専

門家に相談。JSTの「可能性試験」で研究を依頼。狙った果物の果皮からビール発酵に

適した野生酵母を発見。試作品を作り、評価の結果、果実独特の香味があり製品化が

可能と判断。JSTの「地域ニーズ即応型」に取り上げられて、発酵技術に強い県食品加

工センターと提携し、1年間で原料や醸造条件の最適化を行い、アルコール度などの開

発目標を達成、直ちに上梓した。 

開発チーム 大学 国立Ｍ大学（Ｍ県内） 酵母の糖分資化能力の分析、酵母の増殖速度分析 

企業 Ｈ社 実験醸造、製品の試作→事業化 

官 Ｍ県食品開発センター 麦芽エキスと果汁の糖分組成の定量分析、試作品の
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ㅮ₇␒ྕ 㸯D05 

ㅮ₇題目 

⏘学ᐁ連ᦠによるᆅ域の特ᚩを活かした〇ရ㛤発の事౛ 

 

ㅮ₇者ྡ 

 （原 㝧一郎㸦ᮾி๰研）、ᰘ田高㸦ᮾி⤒῭大）、ᗈ田秀ᶞ、中ᮧ大㍜、∾㔝ᬛ一㸦㛗ᒸ大学 ۑ

 

 科学ᢏ⾡᣺⯆機構が公⾲した「ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン๰出⥲合ᨭ᥼事業ᡂ果集͐JST イノ࣋ーࣙࢩンプ

ラザ・ࢧテライトのᡂ果」㸦ᖹᡂ 24年 2᭶）を見ると、ᆅ域ᅛ᭷の資源を活用した新〇ရ㛤発、あるい

はそのᆅ域ᅛ᭷のࢽーࢬに対ᛂするᢏ⾡㛤発の事౛が大ኚに多いことにẼ௜く。とくに「㣗」の分㔝で

はᅽಽ的に多く、「೺ᗣ」の分㔝にも多い。これらを「ᆅ域ᐦ╔ᆺ⏘学連ᦠ新ၟရ㛤発」と࿧ࡪことに

する。 

本事業がᆅ域⏘業の活性化をᨭ᥼するไᗘとしてᮇᚅされつつあったことがㄞྲྀࡳれる。 

 

㸯㸬ᆅ域ᐦ╔ᆺ⏘学連ᦠ新〇ရ㛤発のලయ的事౛ 

㸦㸯）ᆅඖྡ⏘の果≀⏤来の㓝ẕからసった発Ἳ㓇 

新〇ရのコンセプト 㹋┴を代⾲する果≀を原料とした㤶り豊かな発Ἳ㓇 

発᝿の原Ⅼ 㹆社社㛗のᛮい、㹋┴の知ྡᗘを全ᅜ的に高める一ຓとしたい。㹋┴を代⾲する果≀

から㠃白いࣅールが出来ないか。ࠝ  ࠞࢬーࢩэࢬーࢽ

≺った㢳ᐈ 観ගᐈのࡳやࡆ用  

事業化した会社 㹆社㸦資本金 3ⓒ୓෇）、㹋┴、ᆅࣅール࣓ーカ㸦๰業㸸1996年、኎上ࡆ㸸6൨෇㸭年） 

㛤発の࣏イント 㸨その果≀からඃれたࣅールに発㓝㓝ẕを見つけること 

㸨アルコールᗘをࣅール୪ࡳに上ࡆること 

㸨ᕷ場で評価される特ᚩのある࿡をᐇ現すること 

㛤発 JST可能性ヨ験㸦20年ᗘ）эᆅ域ࢽーࢬ༶ᛂᆺ㸦2㸯年ᗘ） 

㛤発の⤒⦋ JSTコーディネータのアドバイスにᚑって、㹆社の㛤発㈐௵者がẕᰯ㹋大学㎰学部のᑓ

門ᐙに相ㄯ。JSTの「可能性ヨ験」で研究を౫㢗。≺った果≀の果⓶からࣅール発㓝に

㐺した㔝生㓝ẕを発見。ヨసရをసり、評価の結果、果ᐇ⊂特の㤶࿡があり〇ရ化が

可能とุ᩿。JSTの「ᆅ域ࢽーࢬ༶ᛂᆺ」にྲྀり上ࡆられて、発㓝ᢏ⾡にᙉい┴㣗ရຍ

工センターとᥦᦠし、1年間で原料や㔊造᮲件の最㐺化を行い、アルコールᗘなどの㛤

発目ᶆを㐩ᡂ、┤ࡕに上ᱻした。 

㛤発チー࣒ 大学 ᅜ❧㹋大学㸦㹋┴内） 㓝ẕの⢾分資化能ຊの分析、㓝ẕの増Ṫ㏿ᗘ分析 

௻業 㹆社 ᐇ験㔊造、〇ရのヨసЍ事業化 

ᐁ 㹋┴㣗ရ㛤発センター 㯏ⱆエキスと果Ồの⢾分⤌ᡂの定㔞分析、ヨసရの
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㤶࿡ᡂ分の分析 

事業化ᚋの᥎⛣ ึ年ᗘ、ண᝿௨上に኎上ࡆ、そのᚋ、他の特⏘果ᐇ 2ရ種をຍえて、3Ⅼセットにし、

㡰調に኎上ࡆは増ຍ、通ಙ㈍኎で㤳㒔ᅪでも㢳ᐈがᣑ大。全ᅜのᆅࣅールコンテスト

で最ඃ秀㈹などを⋓得。 

 

㸦㸰）ᡂே⑓のண㜵にຠ果のある೺ᗣ㣗ရ 

新〇ရのコンセプト ᆅඖの㎰⏘≀を原料とするᡂே⑓ண㜵の೺ᗣ㣗ရ㸦通㈍対ᛂの㘄๣ᆺ） 

発᝿の原Ⅼ 㹒社はᆅ域の特ᚩのある㣗ᮦの全ᅜᬑཬと過疎ᆅの㞠用対策という観Ⅼから、㹉┴特

⏘の㎰⏘≀からのຍ工㣗ရの㛤発にこだࢃりを持って事業を展㛤。一方で、㹒大学で

あるᡂே⑓のண㜵にຠ果がる᳜≀ᡂ分を見出し、動≀ᐇ験で᭷ຠ性を確認し、೺ᗣ㣗

ရ࡬のᛂ用をᶍ⣴していた。 

≺った㢳ᐈ 発⑕者、発⚈のྡ⬻性のある中高年者、全ᅜ  

事業化した会社 㹒社㸦資本金 44 ⓒ୓෇）、㹉┴、ຍ工㣗ရ࣓ーカ㸦๰業㸸1973年、኎上ࡆ㸸6.5൨෇ 

㛤発の࣏イント 㸨 ᙜヱ㎰⏘≀中の㹉ᡂ分のண㜵ຠ果の動≀ᐇ験での᳨ド 

㸨 ᙜヱ㎰⏘≀からの㹉ᡂ分の定㔞、༢㞳精〇法の確❧ 

㸨 抽出した㹉ᡂ分の࣐イクロカプセル化、化工㣗ရとしての〇法の確❧ 

㛤発 JSTᆅ域ࢽーࢬ༶ᛂᆺ㸦21、22年ᗘ） 

㛤発の⤒⦋ 関ᮾᅪにある㹒大学生࿨環境系研究者㹇Ặはあるᡂே⑓にண㜵ຠ果のある᳜≀ᡂ分㹉

を発見。コーディネータ㹆Ặがこのᡂ分を多㔞にྵ᭷する㎰⏘≀で᭷ྡな㹉┴の௻業

をᡴデ。㹉┴ၟ工部の⤂௓もあって㹒社にコンタクト。㹒大学、㹒社、㹉┴㣗ရຍ工

センター㸦ᙜヱ㎰⏘≀のຍ工研究でᐇ⦼の豊ᐩ）とのඹ同㛤発が JST「ᆅ域ࢽーࢬ༶ᛂ」

に᥇ᢥされ、2年間、㛤発が行ࢃれた。ࠝ  ࠞࢬーࢽэࢬーࢩ

㛤発チー࣒ 大学 㹒大学㸦関ᮾᅪ） ᙜヱ㎰⏘≀の機能性評価、ᡂ分㹉の༢㞳精〇と機

能性評価法の確❧ 

௻業 㹒社 ᡂ分㹉工ྵ᭷㣗ရのຍ工ヨస、〇造ᢏ⾡㛤発 

ᐁ 㹉┴㣗ရຍ工センター ᙜヱ㎰⏘≀中のᡂ分㹉の分析と㐌出法の᳨ウとຍ

工㣗ရ㛤発 

事業化ᚋの᥎⛣ 㹒社は᪤Ꮡのຍ工㣗ရの〇造過⛬で◚Რしていた部分から㹉ᡂ分工ྵ᭷のຍ工㣗ရの

㛤発と少ၟရ化を㛤始した。┴特⏘ရ༠会のコンクールで㈹を受㈹。ᚑ来の㣗ᮦ流通

ルートを通じて、全ᅜ的に展㛤、すでに኎上ࡆは上っている。࣐ーケット㛤発では┴

特⏘≀༠会の༠ຊを得ている。最⤊的には通㈍主యの㘄๣ᆺの೺ᗣ㣗ရを目指す。 

 

㸦㸱）環境負荷のないἻ消ⅆ๣ 

 

新〇ရのコンセプト 環境負荷の低い、かつᐇ用性にၥ題のないἻ消ⅆ๣ 

発᝿の原Ⅼ 㜰⚄ῐ㊰大㟈⅏のᚋ、Ỉ౑用㔞の少ないἻ消ⅆ๣のᚲ要性が認められ、97 年ࡈろから

㍺ධしたἻ消ⅆ๣が一⯡ⅆ⅏に౑用され始めていた。しかし、環境㠃でᕷẸからのク

レー࣒もあり、全ᅜ消㜵㛗会㆙㜵㜵⅏ጤဨ㛗である㹉ᕷ消㜵ᒁが 2000年㡭、生分ゎ性
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が高く環境負荷が低い一⯡ⅆ⅏用のἻ消化๣の㛤発の可能性について、ᆅඖ㹉ᕷ内の

ኳ然⣲ᮦ⏤来の⏺㠃活性๣、Ὑ๣等の࣓ーカー㹑社にᡴデしてきた。㹑社は௻業理念

から㛤発に向けて᳨ウを㛤始。ࠝ  ࠞࢬーࢩэࢬーࢽ

≺った㢳ᐈ 全ᅜの消㜵機関  

事業化した会社 㹑社㸦資本金 3൨෇）、㹉ᕷ、石けࢇ・Ὑ๣࣓ーカ㸦๰業㸸1910年、኎上ࡆ㸸63൨෇） 

㹋社㸦資本金 10 ൨෇）、本社㸸関すᅪ、消㜵㌴࣓ーカ㸦๰業㸸1907 年、኎上ࡆ㸸600

൨෇ 

㛤発の࣏イント 㸨 㛗ᮇの保Ꮡに⪏えられるኳ然Ἔ⬡ᡂ分の最㐺⤌ᡂの㛤発 

㸨 消ⅆ๣の環境ẘ性評価 

㸨 消ⅆタഛ㠃の対ᛂ 

㸨 消ⅆᐇ験での᳨ド 

㛤発 ⤒῭⏘業┬ ⿵ຓ金㸦03㹼06年ᗘ） 

㛤発の⤒⦋ 㹉ᕷ消㜵ᒁ、㹑社、㹄社㸦関ᮾᅪの࣓ーカー）が⤒῭⏘業┬の⿵ຓ金のୗで、ඹ同㛤

発をᐇ᪋。その課⛬で、ᡂ分⤌ᡂの最㐺化と環境影響評価のために、ᑓ門の研究者の

参ຍがᚲ要となり、たまたま、同じ㹉ᕷ内の公❧㹉大学に㐺௵の研究者がいることが

分かり、㹉大学が参ຍした。さらに、消㜵㌴࡬の対ᛂのため消㜵㌴࣓ーカーの大手㹋

社㸦本社は関すᅪ内）とも連ᦠした。スケジࣗールどおり㛤発目ᶆは㐩ᡂ。 

㛤発チー࣒ 大学 公❧㹉大学㸦㹉ᕷ内） ᡂ分⤌ᡂの最㐺化、環境影響評価 

௻業 㹑社㸦㹉ᕷ内） 消化๣の㛤発、ヨస 

㹄社㸦関ᮾᅪ） ᡂ分⤌ᡂの㛤発 

㹋社㸦関すᅪ） 消㜵㌴࡬のᢏ⾡的対ᛂ 

ᐁ 㹉ᕷ消㜵ᒁ 消化ᐇ験、 

事業化ᚋの᥎⛣ 㛤発された一⯡消ⅆ用環境負荷ࣇリーのἻ消ⅆ๣は㹑社で〇造、㹋社が㈍኎するయไ

で事業化。続いて、⡿ᅜ等で大きなࢽーࢬがある᳃ᯘⅆ⅏用の低公ᐖᆺἻ消ⅆ๣の㛤

発を行うこととし、JST ⫱ᡂ研究に⏦ㄳ、᥇ᢥされ、21、22 年ᗘ、㛤発が行ࢃれた。

㛤発チー࣒は、㹉大学、㹑社、㹋社に新たに⯟✵機関連タഛのᑓ門௻業㹑㹒社がຍࢃ

った。スケジࣗールどおり㛤発目ᶆは㐩ᡂし、現ᅾ、ア࣓リカのつ᱁認定⏦ㄳ中。ア

࣓リカ等に本᱁的に኎り㎸ࡴことを目指している。 

 

㸦㸲）໭方系᳜≀を原料とする機能性㣗ရ、⸆๣等の㛤発 

 

新〇ရのコンセ

プト 

㹆ᆅ方に⩌生し全ᅜ的に知ྡᗘの高い໭方系᳜≀から抽出した高機能性ᡂ分を用いた

೺ᗣ㣗ရ、་⸆ရ・化⢝ရ等の原料の事業化 

発᝿の原Ⅼ ᆅ域の特ᚩのある事業の᣺⯆を意識して、ᆅ域内の㹉ᅜ❧大学の研究者が行ってきた

໭方系᳜≀等の機能性ᡂ分に関する研究等を࣋ースに JST ᆅ域結集ᆺ事業「㣗と೺ᗣ」

プロジ࢙クト㸦㹆10㹼㹆15）が展㛤された。このプロジ࢙クトで確❧されたバイ࢜ア

ッセイᢏ⾡を発展ᛂ用して、໭方系᳜≀を฼用した新つの೺ᗣ㣗ရ、化⢝ရ等を事業

化する。 
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が高く環境負荷が低い一⯡ⅆ⅏用のἻ消化๣の㛤発の可能性について、ᆅඖ㹉ᕷ内の

ኳ然⣲ᮦ⏤来の⏺㠃活性๣、Ὑ๣等の࣓ーカー㹑社にᡴデしてきた。㹑社は௻業理念

から㛤発に向けて᳨ウを㛤始。ࠝ  ࠞࢬーࢩэࢬーࢽ

≺った㢳ᐈ 全ᅜの消㜵機関  

事業化した会社 㹑社㸦資本金 3൨෇）、㹉ᕷ、石けࢇ・Ὑ๣࣓ーカ㸦๰業㸸1910年、኎上ࡆ㸸63൨෇） 

㹋社㸦資本金 10 ൨෇）、本社㸸関すᅪ、消㜵㌴࣓ーカ㸦๰業㸸1907 年、኎上ࡆ㸸600

൨෇ 

㛤発の࣏イント 㸨 㛗ᮇの保Ꮡに⪏えられるኳ然Ἔ⬡ᡂ分の最㐺⤌ᡂの㛤発 

㸨 消ⅆ๣の環境ẘ性評価 

㸨 消ⅆタഛ㠃の対ᛂ 

㸨 消ⅆᐇ験での᳨ド 

㛤発 ⤒῭⏘業┬ ⿵ຓ金㸦03㹼06年ᗘ） 

㛤発の⤒⦋ 㹉ᕷ消㜵ᒁ、㹑社、㹄社㸦関ᮾᅪの࣓ーカー）が⤒῭⏘業┬の⿵ຓ金のୗで、ඹ同㛤

発をᐇ᪋。その課⛬で、ᡂ分⤌ᡂの最㐺化と環境影響評価のために、ᑓ門の研究者の

参ຍがᚲ要となり、たまたま、同じ㹉ᕷ内の公❧㹉大学に㐺௵の研究者がいることが

分かり、㹉大学が参ຍした。さらに、消㜵㌴࡬の対ᛂのため消㜵㌴࣓ーカーの大手㹋

社㸦本社は関すᅪ内）とも連ᦠした。スケジࣗールどおり㛤発目ᶆは㐩ᡂ。 

㛤発チー࣒ 大学 公❧㹉大学㸦㹉ᕷ内） ᡂ分⤌ᡂの最㐺化、環境影響評価 

௻業 㹑社㸦㹉ᕷ内） 消化๣の㛤発、ヨస 

㹄社㸦関ᮾᅪ） ᡂ分⤌ᡂの㛤発 

㹋社㸦関すᅪ） 消㜵㌴࡬のᢏ⾡的対ᛂ 

ᐁ 㹉ᕷ消㜵ᒁ 消化ᐇ験、 

事業化ᚋの᥎⛣ 㛤発された一⯡消ⅆ用環境負荷ࣇリーのἻ消ⅆ๣は㹑社で〇造、㹋社が㈍኎するయไ

で事業化。続いて、⡿ᅜ等で大きなࢽーࢬがある᳃ᯘⅆ⅏用の低公ᐖᆺἻ消ⅆ๣の㛤

発を行うこととし、JST ⫱ᡂ研究に⏦ㄳ、᥇ᢥされ、21、22 年ᗘ、㛤発が行ࢃれた。

㛤発チー࣒は、㹉大学、㹑社、㹋社に新たに⯟✵機関連タഛのᑓ門௻業㹑㹒社がຍࢃ

った。スケジࣗールどおり㛤発目ᶆは㐩ᡂし、現ᅾ、ア࣓リカのつ᱁認定⏦ㄳ中。ア

࣓リカ等に本᱁的に኎り㎸ࡴことを目指している。 

 

㸦㸲）໭方系᳜≀を原料とする機能性㣗ရ、⸆๣等の㛤発 

 

新〇ရのコンセ

プト 

㹆ᆅ方に⩌生し全ᅜ的に知ྡᗘの高い໭方系᳜≀から抽出した高機能性ᡂ分を用いた

೺ᗣ㣗ရ、་⸆ရ・化⢝ရ等の原料の事業化 

発᝿の原Ⅼ ᆅ域の特ᚩのある事業の᣺⯆を意識して、ᆅ域内の㹉ᅜ❧大学の研究者が行ってきた

໭方系᳜≀等の機能性ᡂ分に関する研究等を࣋ースに JST ᆅ域結集ᆺ事業「㣗と೺ᗣ」

プロジ࢙クト㸦㹆10㹼㹆15）が展㛤された。このプロジ࢙クトで確❧されたバイ࢜ア

ッセイᢏ⾡を発展ᛂ用して、໭方系᳜≀を฼用した新つの೺ᗣ㣗ရ、化⢝ရ等を事業

化する。 
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≺った㢳ᐈ ೺ᗣ指向の一⯡生活者  

事業化した会社 㹆社㸦資本金 15 ⓒ୓෇、タ❧ 2002 年、໭方系᳜≀等ኳ然⣲ᮦ฼用のຍ工㣗ရ等の〇

造㈍኎を目的としたᆅඖ࣋ンチャー௻業） 

㹉社㸦資本金 23 ൨෇、タ❧ 1924年、本社㸸大㜰、་⸆ရ、೺ᗣ㣗ရ等の㈍኎） 

㹉㹆社㸦資本金 270൨෇、1949年タ❧、本社㸸ᮾி、་⸆ရ、㣗ရの〇造㈍኎） 

㛤発 JST⫱ᡂ研究㸦ᖹᡂ 17㹼19年ᗘ）  

㛤発の⤒⦋ ໭方系᳜≀等の機能性ᡂ分を฼用して、高㱋者、௓ㆤ向けの消⮯๣、ᩚ⭠ຠ果のある

೺ᗣ㣗ရ、生活⩦័⑓に᭷ຠな機能性೺ᗣ㣗ရ等を㛤発。་⸆ရとしてᮇᚅできる新

つ化合≀も発見。 

㛤発チー࣒ 大学 㹉大学  

 ௻業 㹆社、㹉社、㹉㹆社  

 ᐁ   

事業化ᚋの᥎⛣ 等㉁およࡧ⬡㉁代ㅰᨵၿຠ果のある೺ᗣ㣗ရ、高貴㤶配合石けࢇ、ⰼ㓑、⬡⫫⫢ᨵၿ

㣗ရ、ຍ㱋⮯ᨵၿ๣等を上グ 3社がそれぞれၟရ化。 

 

㸰㸬ඹ通している要⣲ 

 4 つの事౛にඹ通して感じるⅬはḟのとおり。 

㸨 いづれも⏘学ᐁの連ᦠが᭷ຠに機能して、事業化にᡂຌした。௻業༢⊂では事業化のᐇ現は୙可能

だったと考えられる。 

㸨 ⏘ഃの主యとなっている௻業はいずれもそのᆅ域の中ᑠ・中ሀ௻業で、ᆅ域にこだࢃりがᙉくᆅ域

⏘業の᣺⯆に✚ᴟ的な意ḧを持っている。また、㛤発はいづれも本業の範ᅖ内である。 

㸨 大学ഃもそのᆅ域にあって、日ࡈろからᆅ域㈉献を意識した研究を行っている。ඹ同㛤発にᙜたっ

て、大学の役๭はᴟめて明確で、ᚲ要୙可Ḟの役๭を担っていた。大学の行う科学的、中❧的な評

価やస用࣓カ࣒ࢬࢽのㄝ明が新ၟရのᕷ場でのಙ㢗確❧にຠ果的だったと見られる。 

㸨 ᐁとして、そのᆅ域の自἞యが✚ᴟ的に༠ຊしている。とくに発Ἳ㓇、೺ᗣ㣗ရの౛では、そのᆅ

域の公タヨ験ᡤが生⏘ᢏ⾡の㛤発で大いに㈉献している。 

㸨 いづれもターࢤットは全ᅜレ࣋ルでのࢽッチᕷ場で、ᕷ場つᶍもỴして大きくはない。➇த相手は

 。どᏑᅾしていない。ᆅඖᕷ場は᝿定していないࢇと࡯

 

 ᆅ域ᐦ╔ᆺ⏘学連ᦠ新ၟရ㛤発は一つ一つの事業つᶍはᑠさいが、ᩘが集まれࡤ大きな⤒῭となる。

௒ᅇの調査を通じて、その種はỴして少なくはないとᛮࢃれた。 




